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ABSTRACT

Since the concept of GIGA school was promoted and tablet distribution to each 
student was realized, an urgent issue that came up was to have students learn how 
to use ICT in the university teacher training course. In research done last year we 
tried to investigate various ICT abilities to determine which ones were low by using 
an ICT utilization instruction checklist for researching the lesson methods that train 
students in the ability of ICT instruction. The result of the checklist showed that the 
ratings for the third year university students were lower than the ratings of the 
second year students. We implemented an interview survey and analyzed them to 
try and find the reason.
The results are follows：1 The reason why the evaluation ratings dropped is that 
during lessons and in volunteer experience the students found that they can’t use 
ICT  completely . 2 A difference exists in the amount of knowledge required related 
to ICT between second year students and third year students. From these results 
we came to the conclusion that it is impossible to evaluate the student’s ability of 
ICT.
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１．研究の目的と方法

2021年の研究では、「教員のICT活用指導力チ
ェックリスト」の検討、教育実習における ICT
活用状況と 2，3 年生へのアンケート調査を通し
て、ICT活用指導力の育成の際の指導の視点につ

いて検討し、教員養成課程での指導に関する知見
を得ることができた。「教員のICT活用指導力チ
ェックリスト」は文部科学省が教員を対象とした
ICT活用指導力の調査を行う際に使用するために
策定され、平成 30 年に改訂が公表されたもので
ある。（以下チェックリスト）
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3年生へのチェックリストを用いた調査の結果
から、2 年秋期終の調査の値より 3 年春期始の値
が大きく下がっているという結果が見られた。そ
こで、2 年から 3 年に移行する際にどんな意識の
変化があるのか、そこにどんな理由があるのかを
知ることは、ICT活用指導力を養成する際の示唆
を得ることになると考えた。また、学生の意識で
数値が変わるとすれば、このチェックリストは
ICT活用指導力を特定の基準値を定めた客観的な
指標として調査するには不十分であることになる。

そこで、本研究では学生へのチェックリストに
よる調査と傾向に特徴が見られた学生へのインタ
ビュー調査を通して、ICT活用指導力の評価が低
下する理由を探り、学生の ICT活用指導力の評
価方法についての提言を行いたい。

２．調　査　方　法

2.1　ICT活用指導力のアンケート調査
対象：こどもスポーツ教育学科　3年
実施方法：�学年の特定の時期において教員のICT

活用指導力チェックリストへの回答を
求めた

実施時期：（（　）は回答数）
2020生　�2年次秋期末（77）　3年次春期始（67）   

3年次春期末（71）　3年次秋期始（56）

2021生　�2年次春期始（66）　2年次春期末（65）   
2年次秋期始（67）

2.2　�ICT活用指導力チェックリストに基づくイ
ンタビュー調査

対象：�2 年生及び 3 年生から上記アンケートの回
答に特徴が見られた学生を6人抽出

時期：2022年11月、12月
方法：�ICT活用指導力のBとCの項目について、

インタビュー調査。

３．結　　果

3.1　ICT活用指導力のアンケート調査
（1）2020年入学生

2020年入学生の2年秋期末から3年秋期始まで
の各項目の平均値を比較すると、B1～C4 すべて
の項目において、大きく下がっていることが分か
る。（図1）

具体的には、表1の通り、「B　授業にICTを活
用して指導する能力」のカテゴリーでは、B-1の
児童生徒の興味・関心を高めたり、課題を明確に
つかませたりするために活用する項目は2.56から
1.97、B-2  の児童生徒に互いの意見などを共有さ
せたり、比較的検討させたりする項目は2.40から
1.93、B-3 の知識の定着や技能の習熟をねらいと
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図１　2020年入学生推移



する項目は2.02から1.67、 B-4のグループで話し
合って考えをまとめたり、協働してレたりする項
目は 2.30 から 1.90 となっている。 また、「C　児
童生徒の ICT活用を指導する能力」のカテゴリ
ーでは、 C-1の基本的な操作技能を児童生徒が身
に付ける項目は 2.68 から 1.93、C-2 の情報リテラ
シー項目は2.65から1.93、 C-3の自分の考えを整
理したり、 分かりやすくまとめたりする項目は
2.27 から 1.70、 C-4 の児童生徒が考えを交換し共
有して話合いなどができるようにする項目は2.18
から1.81となっている。Bの項目で評価している
のは、教師が ICTを活用して授業を行うための
能力であり、Cの項目は教師が児童・生徒にICT
を活用できるように指導する能力であるが、特に
C1 と C2 の項目の値の減少は大きい。C1 の学習
活動に必要な基本的な操作技能を指導することや
C2 の情報を収集したり、目的に応じた信頼でき
る情報を選択したりできるよう指導することに不
安を感じている数が多くなったことを示してい
る。

2020 年入学生は新型コロナウイルス禍の影響

で1年春期はmanabaを通したオンラインで授業
を受けた。ここでは、教員がパワーポイントや動
画などで作成した資料を学生が視聴して、課題を
毎時間提出するという受講形式が多くみられた。
秋期になると ZOOMと対面を併用した授業へと
移行した。ここでは、ZOOMで視聴する学生の
ためにあらかじめ使用教材などを配信しておい
た。また、対面での授業も教室の収容人数が制限
されているため、授業時間を半分に分けて入替制
にしたり、２教室に分けて授業を行ったりした。
教室を分けて授業を行う際は教員が授業を行う教
室から他の教室へ ZOOMを通じて配信するなど
の配慮を行う授業もあった。

2020年入学生は1年次に情報処理AB、算数概
論 AB、基礎音楽、英語概論、2 年次に社会科概
論 AB、理科概論 AB、教科教育法国語・社会・
算数・音楽・生活科、小学校英語、3年次に教育
方法論、教科教育法理科・体育・英語、初等教育
実習の授業を通して、ICTを活用して授業を行う
能力を身に付けている。ここでは、模擬授業を実
施したりする際に ICTの活用方法についても学
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表１　ICT活用指導力チェックリスト　2年次秋期末から3年次春期始の値の変化



んでいる。（表2）
このように2020年入学生は2年の秋期末までに

オンラインによる授業の経験と各教科の概論や教
科教育法または情報処理のなどの授業を通して、
ICT活用の能力を身に付けているはずだが、3年
春期始の調査で全項目の数値が下がっている。こ
のことについての理由を探るため、インタビュー
調査を行うことにした。

3.2　ICT活用指導力に関するインタビュー調査
（1）数値が下がった理由

授業を通して、ICTの活用指導力が上がってい
ると評価しなかった理由を調査するために 2，3
年生のチェックリストの数値が2以上下がった学
生を抽出して、インタビューを行った。その結果、
評価を下げた理由は以下の3点にまとめることが
できる。

①�３年になって指導案を作成したり、模擬授業
を行ったりするようになって、うまく使用で
きないことが分かってきた。

②�情報の授業を受けて、基本的な操作はできる
ようになったと思っていたが、その後の授業
でレポートを書いたり、授業を行ったりして
いく過程で身についていないことが分かっ
た。

③�ボランティアを通して、学習者にわかりやす

く教えるために利用するなど、授業で取り入
れるという観点からみると、十分に活用する
までに至っていないことが分かった。

このことから授業やボランティアなどで ICT
を実際に使用する経験を重ね、ICT活用に関する
知識が獲得されることによって、必要とされる能
力と自分の実際の力を比較した結果、評価が下が
ったことがわかる。

（2）各学年の獲得知識の分類
各学年のインタビュー内容を分析するにあたっ

て、Koehler&Mishra（2016）の技術と関わる教
育的内容知識の枠組みとその知識の構成要素の分
類を活用することとした。これは、教師に必要な
知識である「教育とりわけ（子ども理解・教育方
法・評価等に関する知識）に関する知識」と「内
容（教科内容）に関する知識」に技術に関する知
識を取り入れたものである。（小柳、2016）

まずインタビューによって獲得したデータをコ
ーディングし、そのコードをこの枠組みにあては
めて分類した。（表4）

2年生のインタビューは、③技術に関する知識
にあてはまるコードは大きく 3 つ〈ツール〉〈知
識を獲得する方法〉〈情報リテラシー〉に分類す
ることができた。〈ツール〉にはワードとエクセ
ルなどの作業用のツール、学習支援ツール、そし

五十嵐・三小田・新木−66−

表２　2020年入学生のICT活用に関する経験と学習教科
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表３　数値が下がった理由

表４　抽出学生へのインタビュー調査　コード・マトリクス+A1:G4E5A1:G5A1:G5A1:G7E5A1
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表４　抽出学生へのインタビュー調査　コード・マトリクス+A1:G4E5A1:G5A1:G5A1:G7E5A1（つづき）



て特定のツール名は聞かれなかったが、データ化
と比較を可能とするものがあげられた。〈知識を
獲得する方法〉としては、指導者がプリントなど
に使用方法や活用方法をまとめたものを提示し、
指導者と一緒に実際に使ってみる、そして、一つ
一つ段階的に指導することが大切だと述べてい
る。〈情報リテラシー〉に関しては、「インターネ
ットの使い方をまず教える。検索の仕方さえわか
れば、わからないことを調べられるので、」と述
べているようにまずインターネットの使い方を指
導することが重要だとしている。

⑤技術と関わる教育的知識に分類されるコード
は〈方法〉と〈効果〉に分けられ、〈方法〉では「み
んなの絵とか意見とかを見て、どうだったと話し

て、出たものをホワイトボードとかに書いて。班
ででたものを一つにまとめて、それをロイロノー
トとかで共有アプリを使って送信し合って、自分
の考えとか、いろんな人の考えの違いを、見つけ
られればいいのかな」と述べてるように、ICTを
活用したものと ICTを活用しないものを併用し
ていくことがあげられ、〈効果〉としてはわかり
やすい提示・グループ活動の活性化・さまざまな
考えが一度に示すことができるがあげられた。⑥
技術と内容知識と⑦技術と教育的内容知識に関す
るコードは出てこなかった。

3年生のインタビューは③技術に関する知識は
2年生と同様に大きく3つ〈ツール〉〈知識を獲得
する方法〉〈情報リテラシー〉に分けられた。〈ツ
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表４　抽出学生へのインタビュー調査　コード・マトリクス+A1:G4E5A1:G5A1:G5A1:G7E5A1（つづき）
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図３　技術と関わる教育的内容知識の枠組みとその知識の構成要素

図２　技術と関わる教育的内容知識の枠組みとその知識の構成要素（2年生）



ール〉ではパワーポイントや計算ソフトなどの作
業ソフトと授業支援ツールのロイロノートやグー
グルクラスルームがあげられている。〈知識を獲
得する方法〉としては、指導者による資料提示と
指導者と一緒に使用してみること、「教師が教え
るというよりかは、自分たちでクラス全体で話し
あったり、交流することで、その機会を増やして
いったら、どんどん自分たちでどういう調べ方が
いいとか、どういうデータとかネットから拾って
くるのがいいとかイメージがつきやすい」と述べ
ているように、基本的な操作方法を共有するとき
に指導者が一方的に提示するだけでなく子どもた
ちが協議しながら学ぶこと、そして、段階的に学
びながら授業内外で使用回数を増やしていくこと
が大切だとしている。〈情報リテラシー〉に関し
ては、さまざまな調べ方があることから調べ方を
共有する、また、調べたものを比較検討して、そ
の真偽を吟味して情報リテラシーについて考える
ことがあげられている。

⑤技術に関わる教育的知識ついては、〈方法〉
と〈効果〉に分けられ、〈方法〉では、資料や学
習を身近に感じるための提示、画像や動画の活用、

「今までは先生が一人一人当ていたのが、クラス
全員の意見を共有できて、そこから同じような意
見を分類してまとめたり、違う意見とか、自分の
意見に近いものを視覚的に、構造化できる」と述
べてるように、視覚的に構造化する、振返りに利
用するなどがあげられ、〈効果〉として興味関心
を高めることができる、問題解決型授業の設定が
しやすくなる、これらを通して自分の役割を自覚
し、協力することができるようになり個性や能力
の伸長につなげるなどが見られた。

⑥技術と内容知識に関するコードは見られなか
った。⑦技術に関わる教育的内容知識に関しては

〈方法〉として、算数の授業で視覚的にわかるよ
うにするために使用する、新聞の作成などを行い、
例をまねしながら作品を完成させることによっ
て、ICTの活用方法を実際に試してみることが重
要だとしている。

2 年生と 3 年生を比較してみると③技術に関わ
る知識と⑤技術に関わる教育的知識のコードの分
類は同じであるが、③の〈知識を獲得する方法〉
と〈情報リテラシー〉において、3年生は教師が
一方的に教えるだけでなく、学習者がお互いに方
法や情報を共有しながら、学習していく方法が重
要だとするコードが見られた。⑤においても3年
生は多様な活用方法に関するコードがあげられ、

〈効果〉として問題解決型授業の実施に有効であ
ると述べられている。ここでも学習者が主体的に
対話的に授業を実施することが念頭に置かれてい
ることが分かる。2年生では見られなかった⑦の
知識についても「社会とかの新聞作成とかを手書
きでやっていたのを、いろいろなまとめるのをワ
ープロでやったり、算数とかで表を作って、教科
書に載っている表を真似してやってみるとか、け
がの予防という授業でグラフでこのクラスでこう
いうけがが多いとか、視覚的にわかったりとか。」
と述べており、各教科に関する具体的なICT活用
方法についての知識を獲得していることが分かる。

４．考　　察

本研究より、学年が上がり、学習経験が増えた
にもかかわらず、ICT活用指導力の評価が下がっ
た理由として、情報などの授業を通して基本的な
使用方法などは理解していると考えていたが、教
科教育法の授業などで実際に ICTを活用した取
組を経験したり、実施したりするようになって、
できないことが分かってきたこと、また、ボラン
ティアなどの経験により、学習者にわかりやすく
説明したり、自分が ICTを使って指導する際に
うまく活用したりできないことを自覚したことが
あげられた。つまり、ICT活用に関する自分の経
験や知識が増すことによって、学校現場で必要と
される ICTの能力を理解することで、自身の能
力への認識が相対化され、そこに到達していない
ことがわかってきたと考えられる。

次に、 各学年が獲得している ICTに関連する
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知識をインタビューから分析すると、3年生は主
体的で協働的な学びや問題解決型の学びなど、望
まれている授業の在り方を意識した「技術に関連
した教育的知識」に分類されるコードが見られ、
また、教科名を上げながら具体的な利用方法につ
いても言及できていた。しかし、2年生では「技
術に関連する知識」に関する言及は多いものの、

「技術に関連する教育的知識」では望まれる授業
の在り方を想定した利用方法等は述べられておら
ず、具体的な教科を取り上げたコードも見られな
かった。このことから2年生と3年生では獲得し
ているICTに関連する知識に差があり、ICT活用
指導力の評価が下がった理由と合致することが分
かる。

そこで、問題として取り上げたいのは、ICT活
用指導力は ICTの活用に関する十分な知識がな
いと、評価できないということであり、この研究
を通して対象の主幹によるICT活用指導力チェッ
クリストだけでは学生の ICT活用指導力の正当
な評価はできないということが結論付けられた。

５．お　わ　り　に

本研究では、 学生が獲得した ICTに関連する
知識と自己の能力の評価が関連していることが分
かり、必要な知識を獲得していない学生が自分の
能力を正当に評価することのできるチェックリス
トの開発と作成が必要であることが分かった。そ
こで、学生を対象とした ICT活用指導力チェッ
クリストの作成が今後の課題であると考え、次回
の研究対象としたい。
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